
    

■
利
用
方
法 

　
●
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に

　
　
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
文
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で

　
　
で
す
。 

　
●
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
●
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。 

 

■
開
館
時
間 

　
●
火
曜
日
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

　
●
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

■
休
館
日 

　
●
月
曜
日
（
そ
の
日
が
祝
日
又
は
振
替
休
日 

　
　
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
後
の
平
日
） 

　
●
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
） 

　
●
館
内
整
理
日 

　
　
１
月
４
日
（
そ
の
日
が
月
曜
日
の
と
き
は 

　
　
　
　
　
　
　
５
日
） 

　
　
２
月
〜
12
月
　
第
２
木
曜
日 

　
　
　
　
　
　
（
そ
の
日
が
祝
日
と
重
な
る
と 

　
　
　
　
　
　
　
き
は
そ
の
後
の
平
日
） 

　
●
特
別
整
理
期
間
　
10
日
間
（
年
１
回
） 

    

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い 

　
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分 

　
JR
和
歌
山
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

　
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

 

  

　
今
年
度
は
『
カ
ミ
ソ
リ
と
柿
渋
で
作
っ
た 

「
下
文
」
―
紀
州
藩
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
文 

書
を
解
き
ほ
ぐ
す
―
』
と
言
う
テ
ー
マ
で
五
回

の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
は
当
館
嘱
託

研
究
員
の
遊
佐
教
寛
が
務
め
ま
し
た
。
各
回
の

講
座
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

         

特
に
今
年
度
は
、
紀
州
藩
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐

文
書
が
作
成
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
の
謎
解
き

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
各
回
と
も
、
当
館
所

蔵
の
古
文
書
を
講
座
資
料
と
し
て
用
い
、
そ
の

読
解
の
練
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　声
（
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
す
い
） 

「
宇
佐
美
定
祐
が
生
身
の
人
と
し
て
感
じ
ら
れ

　
た
。
謎
解
き
が
面
白
か
っ
た
。
」 

「
毎
回
古
文
書
の
現
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
大

　
変
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」 

「
こ
う
い
う
切
り
口
か
ら
古
文
書
の
お
も
し
ろ

　
さ
を
展
く
手
法
が
あ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し

　
た
。
」 

     

   

　
文
書
館
入
り
口
前
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、

「
紀
伊
国
名
所
図
会
等
に
み
る
今
昔
・
岩
出
市

と
紀
の
川
市
の
風
景
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
展
示

を
開
催
中
で
す
。 

　
先
ず
、
岩
出
市
の
大
宮
神
社
周
辺
、
紀
の
川

市
の
諸
井
橋
周
辺
、
長
田
観
音
、
藤
崎
及
び
鞆

渕
八
幡
神
社
等
を
と
り
あ
げ
、
江
戸
末
期
の
名

所
図
会
の
絵
図
と
明
治
末
期
〜
昭
和
初
期
か
ら

現
在
に
い
た
る
ま
で
の
景
観
の
変
化
を
目
で
見

て
お
楽
し
み
頂
き
ま
す
。 

            

こ
の
う
ち
「
長
田
観
音
の
境
内
の
移
り
変
わ
り
」

で
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
第
二
室
戸
台
風
に
よ

っ
て
一
階
部
分
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
崩
壊
し
た
た
め
、
現
在
で
は
観
ら
れ
な
い
三

重
塔
を
は
じ
め
と
し
て
建
物
の
変
化
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
又
、
「
藤
崎
の
風
景
の
移
り
変
わ

り
」
で
は
、
か
つ
て
「
碧
岩
白
砂
、
奇
勝
か
ぎ

り
な
し
」
と
謳
わ
れ
、
紀
ノ
川
随
一
の
風
光
を

誇
っ
た
藤
崎
の
古
写
真
と
現
在
の
風
景
を
見
比

べ
て
頂
け
ま
す
。
展
示
は
十
二
月
末
ま
で
。 

文書館だより 

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー 

至海南 

至天王寺 

●市役所 

県庁 
　● 

紀ノ
川 

南
海
本
線
 

紀ノ川大橋 

和歌山県立文書館 

至和歌浦 

車庫前 
バス停 

けやき大通り 

国

体

道

路 

高松 
バス停 

和歌山城 

JR
紀
勢
本
線 

JR
和
歌
山
駅 

N

中
央
通
り（
国
道
42
号
） 

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
22
号 

　
平
成
19
年
11
月
30
日
　
発
　
行 

　
編
集
・
発
行
　
和
歌
山
県
立
文
書
館 

　
〒
六
四
一
ー
〇
〇
五
一 

　
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七
―
三
八 

　
　
　
　
　
　
　
き
の
く
に
志
学
館
内 

　
電
　
話
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
〇 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
一 

　
印
　
刷
　
有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所 

８ 

◇ホームページアドレス◇ http://www.wakayama-lib.go.jp/monjyo/

和
歌
山
市
駅
 

　
第
１
回
　「
下
文
」
の
観
察 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
21
日
（
土
） 

　
第
２
回
　
作
者
は
誰
だ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
28
日
（
土
） 

　
第
３
回
　「
極
札
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
５
日
（
日
） 

　
第
４
回
　「
頼
宣
」
状 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
11
日
（
土
） 

　
第
５
回
　
宇
佐
美
を
名
乗
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
18
日
（
土
） 

く
だ
し
ぶ
み 

さ
だ
す
け 

さ
だ
す
け 

さ
だ
す
け 

き
わ
め
ふ
だ 

講座風景 

古文書の展示 

明治末期の藤崎 


